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二風谷周辺おでかけＭＡＰ

ピラウトゥルナイ区域の
文化的景観
ピラウトゥルナイ区域の
文化的景観

沙流川流域の
産業景観

沙流川流域の
産業景観

旧マンロー邸旧マンロー邸

二風谷の森林と
アイヌ文化振興
二風谷の森林と
アイヌ文化振興

二風谷コタン二風谷コタン オプシヌプリオプシヌプリ

沙流川流域にみる
アイヌの伝統的世界観
沙流川流域にみる

アイヌの伝統的世界観

オキクルミのチャシ及びムイノカオキクルミのチャシ及びムイノカ

本町～小平地区の
文化的景観

荷菜～本町の文化的景観

去場地区の文化的景観

平取地域イオル再生事業の「水辺空間」

オキクルミの伝承地「ハヨピラ」

紫雲古津地区の文化的景観

すずらん群生地すずらん群生地

幌尻岳（ポロシリ）幌尻岳（ポロシリ）

ふれあいセンターびらとりふれあいセンターびらとり

大切な地域の風景を見つけにいこう

沙流川流域おでかけＭＡＰ
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モデルルート

コースB

コースC

コースD

平取町かわまちづくり計画による沙流川沿いの景観視点場MAP
本町～小平地区の文化的景観ウ 442 587 489*28

荷菜～本町の文化的景観エ 442 555 314*08

平取地域イオル再生事業の「水辺空間」ア 442 617 279*02

平取町では、自然と共生していたアイヌの人々の伝
統的な生活の場であったイオルを再生する試みを
行っています。その中でもこの水辺空間では、主に
沙流川の河川敷を利用して水生植物のなかでも建
築素材であるヨシやガマ、食糧としていたアワやヒエなどが栽培
されています。

オキクルミの伝承地「ハヨピラ」イ 442 617 279*02

去場地区の文化的景観オ 442 492 427*61

紫雲古津地区の文化的景観カ 442 460 710*77

沙流川流域のアイヌの人々に生活文化を教えたとい
う文化神オキクルミカムイが降臨した場所という伝
承の地です。昭和41（1966）年にセレモニーが開
かれ、北海道でも有数の観光地として栄えました。そ
の後平取町へ移管されハヨピラ自然公園として整備されましたが、
施設の老朽化等のため閉鎖されました。

平取（びらとり）の語源は、ピラ（pira=崖）ウトウル
（utur=～の間）というアイヌ語です。視点場からは
語源のペンケ（上）とパンケ（下）の二つ並んだピラウ
トウルナイという「ピラ」地名の重要なスポットが見え
ます。また、平取大橋の左岸のたもとには「チノミシリ=我ら祈ると
ころ」も立地しており、精神文化の重要拠点でもあります。

昭和の時代に平取町の農業の一大産業拠点となった
荷菜地区周辺。現在も平取ならではの田畑やビニー
ルハウスでのトマト栽培群をこの視点場で見ることが
できます。また、川の対岸は「北海道日高地方におけ
る里山的景観」として重要文化的景観に選定された、地域の人々の
生活と生業に密着し関わりをもってきた森林・河川空間です。

沙流川をはさんだ対岸には険しい崖が並び、「フリ」
という巨大な怪鳥がすんでいたとの伝承が伝わって
います。また、トパツトウミ（夜盗）と妖刀の伝説は紫
雲古津や去場地区を舞台にしており、国道沿いには
チャシ跡が点在しています。このような特徴的な地形や歴史的事実
を元に生まれた伝承を視点場で紹介しています。

この視点場周辺は、かつての水辺の自然環境に思い
をはせることができるエリアです。明治後半期の沙流
川下流域の状況は、大きな蛇行や三日月湖、沼地、荒
野、中島状の高みなどが混在しており、多様な生物が
共存していました。また、周辺にはアイヌ民族の伝説・伝承や遺跡など
が点在しており、多様な文化遺産が語りかけてきます。

Google Map
位置情報

コ
ー
スB 　　ピラウトゥルナイ区域の文化的景観→　　アイヌの

伝承とイオルの森→　　オプシヌプリ→　　沙流川流域

にみるアイヌの伝統的世界観→　　オキクルミのチャシ

及びムイノカ→　　幌尻岳（ポロシリ）

沙流川流域のアイヌの伝承にふれる
アイヌの世界観と精神文化に触れられるドライブコースです。
アイヌの人々に生活文化を教えたといわれる文化神オキクルミ
カムイに関する伝承地や、アイヌの人々が大切にしている場所
を巡ります。
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3

コ
ー
スC 　　ピラウトゥルナイ区域の文化的景観→　　沙流川流

域の産業景観→　　アイヌの伝承とイオルの森→　　

二風谷の森林とアイヌ文化振興→    旧荷負小学校開拓

財産展示施設

平取町の近代開拓の歴史の一端とアイヌの伝承地を巡るドラ
イブコースです。町中心部から各地へ赴き、最後は二風谷コタ
ンでじっくり見学。多様な文化が織り重なる平取町のディープ
なルートです。
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9 7

コ
ー
スD 　 平取町立二風谷アイヌ文化博物館→　　旧マンロー

邸→　　オプシヌプリ→　　すずらん群生地日高道の富川ICから日高町や十勝、トマムや富良野方面へ向
かう途中の寄り道にピッタリなコースです。国道237号沿いの
スポットを中心に廻り、ドライブついでにアイヌの精神文化や
平取町における代表的な景観に手軽にふれることができます。
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モデルルート
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アイヌ文化から近代開拓の歩みをめぐる

国道237号のドライブ途中にふらり寄り道

g

【所要時間／２時間】【移動時間／30分】【距離／26.8km】

【所要時間／２時間】【移動時間／54分】【距離／22.6km】

【所要時間／１時間30分】【移動時間／45分】【距離／28km】
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